
 
 
 
 

 

                                       

 

    

 

        

           

  

                  

                                                

        

 

                      

              

                                          

     

 

成
田
空
港
「
第
２
の
開
港
」で
再
燃 

都
心
直
結
線
構
想 

●
国
の
検
討
会 

「複
線
化
」で
合
意 

２
８
年
度
末
を
目
指
し
、
滑
走
路
の
新
設
や

ワ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
な
ど
、「
第
２
の
開
港
」
と

も
言
う
べ
き
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
成
田

国
際
空
港
。
年
間
旅
客
数
は
現
在
の
２
倍
近
い
、

７
５
０
０
万
人
に
ま
で
増
え
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
に
つ
い
て

は
、
１
８
年
時
点
で
鉄
道
利
用
者
が
約
46
％
だ

っ
た
も
の
が
、
直
近
の
調
査
で
全
体
の
56
％
、

東
京
都
を
出
発
地
に
限
る
と
66
％
に
ま
で
高
ま

っ
て
お
り
、
都
心
～
成
田
空
港
間
の
鉄
道
輸
送

力
の
増
強
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

空
港
へ
の
鉄
道
ア
ク
セ
ス
の
問
題
の
一
つ

は
、
成
田
空
港
へ
の
鉄
道
区
間
が
単
線
で
あ
る

事
。
現
在
、
２
本
あ
る
線
路
は
京
成
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ

が
１
本
ず
つ
使
用
し
、
す
れ
違
い
用
の
信
号
場

を
設
け
る
等
し
て
、
何
と
か
運
行
本
数
を
増
や

し
て
い
る
も
の
の
、
輸
送
力
増
強
や
速
達
性
を

妨
げ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

そ
の
よ
う 

な
中
、
昨
年 

６
月
に
開
か 

れ
た
国
の
検 

討
会
に
て
空 

港
ア
ク
セ
ス 

線
の
複
線
化 

問
題
が
扱
わ

れ
、 

1970 年生まれ 専大卒・早大院修了 ４期目現職（印西市・栄町選挙区） 

栄町安食台 2-26-23 fax0476-36-7802 

長年の住民要望が結実 木下街道の路面改修へ 

 

 道路面の劣化が著しい、浦部地区を走る県道 59

号市川印西線。路面改修工事決定の知らせに、「要

望活動が報われた」と喜びの声が上がっています。 

 

●
過
密
ダ
イ
ヤ
対
策
と
し
て
の
都
心
直
結
線 

一
方
、
課
題
と
し
て
残
る
の
が
「
都
心
側
の
過

密
ダ
イ
ヤ
」
で
す
。
成
田
空
港
付
近
の
複
線
化
に

よ
り
列
車
の
増
発
が
実
現
し
て
も
、
京
成
電
鉄

も
Ｊ
Ｒ
も
通
勤
電
車
で
混
雑
し
て
お
り
、
都
心

側
に
ダ
イ
ヤ
の
隙
間
が
な
い
状
態
な
の
で
す
。

京
成
電
鉄
が
５
月
に
発
表
し
た
「
押
上
発
着
の

新
型
特
急
」
は
そ
の
対
策
の
一
つ
で
す
が
、
焼
け

石
に
水
。
そ
こ
で
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
て
い

る
の
が
、
都
心
直
結
線
構
想
な
の
で
す
。 

都
心
直
結
線
と
は
、「
都
心
と
空
港
を
直
結
す 

る
路
線
」
と
い
う
意
味
で
、
成
田
空
港
と
羽
田
空 

港
の
都
心
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
た
め
に
構
想

さ
れ
た
鉄
道
新
線
。
京
成
押
上
駅
か
ら
、
丸
の
内

の
新
東
京
駅
を
経
由
し
、
京
急
泉
岳
寺
駅
ま
で

11
キ
ロ
を
大
深
度
の
地
下
で
結
ぶ
も
の
で
、
新

東
京
駅
以
外
の
中
間
駅
も
設
け
な
い
計
画
で

す
。
１
６
年
の
交
通
政
策
審
議
会
の
答
申
で
ト

ッ
プ
の
扱
い
で
記
載
さ
れ
た
も
の
の
、
本
気
で

取
り
組
も
う
と
い
う
関
係
者
が
千
葉
県
く
ら
い

し
か
な
く
、
そ
の
後
は
大
き
な
注
目
を
浴
び 

る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

iwai.yasunori@outlook.jp 

●
国
交
省
事
務
次
官
経
験
者
が
Ｎ
Ａ
Ａ
社
長
に
就
任 

近
年
は
、
千
葉
県
側
が
国
交
省
に
都
心
直
結
線
の
働
き
か
け
に

出
向
い
て
も
、
「
千
葉
県
と
東
京
都
さ
ん
の
方
で
、
よ
く
協
議
し

て
み
て
く
だ
さ
い
」
な
ん
て
い
う
、
国
か
ら
突
き
放
さ
れ
た
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
た
の
は
事
実
。
し
か
し
、
昨
年
５
月
、
Ｎ
Ａ
Ａ
社

長
に
国
交
省
ト
ッ
プ
、
事
務
次
官
経
験
者
で
あ
る
藤
井
氏
が
着

任
。
鉄
道
局
長
も
歴
任
し
た
人
物
だ
け
に
、
鉄
道
問
題
へ
の
取
組

み
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
、
現
場
は
色
め
き
立
っ
て
い
ま
す
。 

「
成
田
空
港
の
都
心
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
」
は
、
羽
田
の
国
際

空
港
化
、
「
内
際
分
離
」
廃
止
に
あ
た
っ
て
の
国
と
千
葉
県
と
の

約
束
ご
と
で
す
。
都
心
直
結
線
は
住
民
の
生
活
に
も
直
結
す
る
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
対
応
の
強
化
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

立った対応はな 

し。今回で 8 回 

目となる要望の 

準備をする中で、 

今回は岩井にお 

話をいただきま 

した。 

早速、11 月 

中に道路管理者である印旛土木事務所と相談。

現場確認を行った上、担当課への要請を“しつ

こく”重ねた結果、1 月中旬に「4 月にも着工

することが決定」との連絡。以南の道路面につ

いても、順次改修していくこととなりました。 

●７年間の要望活動も目立った対応なし 

 問題となっていたのは、木下街道とも呼ばれ

る、県道市川印西線です。特に、旧 JA 西印旛

永治支所から浦部せんべい店方面に向かう数

百㍍の区間は、アスファルトの老朽化やガス管

埋設工事の跡がひどく、でこぼこの路面箇所が

連なっている状態なのです。 

 本郷地区の町内会長さんなどから、道路面の

悪さからくる騒音や振動についての相談をい

ただいたのは、昨年 11 月のこと。実際にお宅

に上がらせてもらうと、大型車両が通過する度

に「がたんっがたんっ」という大きな音と振動

が押し寄せてきます。沿線の商店主さんも、車

両の速度が上がる夜間は特にひどく、飛び上が

るほどの揺れになると口を揃えます。 

 同町内会ではこれまでの 7 年間、印西市を通

して、県に繰り返し改善要望してきたものの目 

●「岩井さんなら…」との声にうれしく思う 

 さて、本件は、町内会が要望活動を重ねてき

たことが大きく影響していることは間違いあ

りません。一方、町内会長さんから「岩井さん

なら…」と期待してお声がけいただいたと聞き、

大変うれしく思うところです。引き続き、地域

からの要望に一件一件丁寧に応えてまいりま

す。 

 

隔週で動画を配信！チャンネル登録を 

れ
、
委
員
を
務
め
る
Ｎ
Ａ
Ａ
（
成
田
空
港
）
や
Ｊ

Ｒ
、
京
成
電
鉄
な
ど
か
ら
反
対
や
修
正
を
求
め

る
意
見
は
な
く
、
各
方
面
か
ら
合
意
が
得
ら
れ

た
格
好
。
よ
う
や
く
、
複
線
化
へ
の
道
筋
が
見
え

て
き
ま
し
た
。 

mailto:iwai.yasunori@outlook.jp


                                       

                                        

                                      

                                      

                                     

 

ＮＴ北環状線 清戸交差点改良工事に住民反対の理由 

長門川事業 洪水時の水位上昇に不安の声 

●主道路と従道路の交通量逆転が招く渋滞 

 白井市の清戸交差点は、印西市方向から進

み、突き当たったところにある、白井市道との

Ｔ字路交差点。市道側の交通量も多いため、 

白井市役所方向へと右折する車両が滞留しが

ちで、朝夕などは数珠つなぎの渋滞が発生し

ています。問題となったのは、主道路と従道路

の関係です。令和 5年の調査によれば、現在、

主道路として運用されている、白井市役所か

ら国道 464 号方向へ抜ける白井市道は、12 時

間あたりの交通量が約 3,500 台。一方、白井

市役所方向から印西市方向へと抜ける現在の

従道路は約 5,000 台とより多く、両者の交通

量は主従関係が逆転していたのです。 

 くわえて、同交差点に信号機設置を進めた

いものの、印西市側から来た際の真正面には

フェンスが立ちはだかっており、設置するた

めの十分なスペースを確保することができな

い状況。そこで、道路を管理する県土木事務所

は、主道路と従道路を変更し、同交差点の渋滞

解消を図ることとなったのです。 

●栄町や印西市側を「犠牲」にはさせない 

しかし、栄町布鎌地区などは周辺より低

位にあり、現在でさえ大雨時の冠水が懸念

されているところ。まして、長門川の水位

が現状より 1 ㍍も高くなれば、地域全体で

大雨洪水の被害をまともに受ける恐れがあ

ります。 

特に問題なのは、長門川の支川である将

監川について整備の見通しがついてないこ

と。県管理の長門川は潤沢に予算がつけら

れ、矢板設置などの護岸整備が進められて

いる一方、市町が管理する将監川の河岸は

手つかずの状態で、水位上昇に耐えられな

いことは火を見るよりも明らかです。 

そもそもは、佐倉市や八千代市での冠水

被害がきっかけに始められた長門川の河川

改修事業。佐倉市など印旛沼南側の洪水被

害が避けられる一方で、栄町や印西市側が

その犠牲になることは決して許されませ

ん。地元選出の県議会議員として、この点

は必ず守っていきたいと思います。 

●護岸整備に 10年、築堤完了にあと 20年 

県下で甚大な被害をもたらした 2019 年

（令和元年）10月の大雨では、印旛沼流域

の佐倉市で 10 月観測史上 1 位となる雨量

を記録。印旛沼の水位が極めて高い状況が

続き、沼に水を流すことができなかった鹿

島川等で、広く冠水被害に見舞われる事態

となっています。 

こうした印旛沼流域の浸水被害を軽減す

るため、印旛沼水の放水河川として位置づ

けられる、長門川の排水能力増強を目指し

着工されているのが、長門川の河川改修事

業です。鋼矢板を用いた護岸整備を行った

上で、後に堤防を整備することとなってお

り、護岸整備の完了までにあと 10年程度、

築堤工事の完了には 20 年からの期間がか

かるとみられています。 

栄町と印西市の境界線となっている長門

川。その接続水路である将監川等の水位調

査に先立って行われた住民説明会では、近

隣住民から洪水時の水位上昇を懸念する声

が多く上がっています。 

 

●ポストコーン設置に反対の声 県は警察と再協議  

 さて、住民が交差点改良を反対する理由と

なったのが、交差点西側（白井市役所寄り）に

設置されるポストコーンです。交差点改良に

あたり、警察側は「交差点に近接しているた

め、既存のわき道（図の赤色部分）に出入りす

る車両が、車線（中央線）をまたいで右折する

のは危険」として、ポストコーンの設置を要請

しています。しかし、住民からは右折での出入

りができなくなれば、日々の生活や農生産活

動に大きな支障が出るとして、「到底受け入れ

られない」との声が上がり、県と警察との再協

議が行われる事態となっているわけです。 

 今回の説明会だけで工事の可否を判断する

のは難しいところです。県は地域の声を丁寧

に拾い上げた上で、より良い渋滞、安全対策の

実現を期待します。 

●洪水時の限界値 現状より１㍍押し上げ 

さて、12月の住民説明会で紛糾したのが、

洪水時の水位上昇についてです。 

 長門川の水位は、通常時は江戸川工事基

準の高さ（＝Y.P）より 1 ㍍高い「Y.P+1.0

㍍」である一方、大雨洪水が発生した場合

には酒直水門を調整し、通常時より 1 ㍍高

い「Y.P+2.0㍍」を限界値として運用されて

います。これが、現在進められている長門

川の河川改修が完了し、排水能力が上がっ

た際には、洪水時の限界値を「Y.P+3.0㍍」 

隔週で動画を配信！ぜひチャンネル登録を 

とし、現状よりさらに 1 

㍍押し上げられることと 

なるのです。 

用されることとなるので 

す。 


	10いわちゃんポスト2025-26冬号　表面（272×382）
	10いわちゃんポスト2025-26冬号　裏面（272×382）

